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十七弦独奏のためのＭＯＶＥＭＥＮＴ MOVEMENT

■ 作曲年 1983年

■ 委嘱者 石垣清美

■ 構 成 十七弦独奏

■ 時 間 7分

■ 出版楽譜 無し

■ 解 説 独奏楽器としての地位を確立しつつある十七弦の活躍は最近、とみに盛んになってきまし

たが、十七弦を主にした作品は数のうえではまだまだ少ないようです。また十七弦の持ち味というか、

音の重厚さ、深さ、それと弦の太さからもくるテクニックの難渋さといったものから十七弦の音楽が片

寄りがちになるような気もします。この曲ではそういった観念を取り払って書いてみました。休符を一

つも持たず、出来るだけ速い演奏を、ということを頭に置いています。1983年 9月作曲。［作曲者］

■ 収録媒体 －


